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第2表　土儀養分状態

調 査 地 域 症 状 別 p H
リ ン サ ン

吸 収 係 数

C E C

（m y l o D ク）

有 効 ・ 態

リ ン サ ン

置 換 性

M g O
Z n M n F　 e

川 崎 町

大　 針

A 5 ．5 5 1，9 8 0 2 8 ．7
　　 ′

4 ．O d

　 〟管

4 0．5

p p m

8 7 0

p p m

4 4 ．8

　 喀

2 ．9 2

B 5 ．5 5 1，9 0 0 2 7 2 2 ．5 8 4 4 ．5 1 0 1．4 4 只 7 2 ．9 2

C 5 ．2 2 1，7 9 0 2 5 ．7 5 ．2 9 4 8 ．5 1 0 鼠 4 5 4 ．4 2 ．9 9

蔵 王 町

三　 住

A 5 ．2 （〕 1，4 8 0 1 2 ．8 5．1 5 2 0 ．1 4 2 ．0 1 8 ．5 1．7 0

B 5 ．2 0 1，4 9 0 1 5 ．7 4 ．9 0 2 0．1 4 5 ．8 1 貸 7 1．7 7

C 5 ．5 ° 1．5 8 0 1 2 ．8 5．7 0 2 0 ．1 4 6 ．8 2 0 ．5 1．9 2

村 田 町

頗 足 立

A 4 ．7 0 7 5 0 2 （～．占 占．2 5 5 6 ．4 8 4．2 2 鼠 8 2 ．1 1

8 4 ．7 5 8 8 0 2 9 9 5．5 5 5 2 ．4 8 2 ．4 2 4 ．2 2 ．0 7

C 4 ．5 8 7 5 0 2 4 ．5 5 ．8 1 6 4 ．5 9 5 ．d 5 5 ．5 2 ．7 8

角 田 市

石 川 ロ

A 4 ．7 5 8 9 0 5 5 ．5 ス 1 4 1 1 7 0 1 1 0 ．0 9 8 ．4 2 ．8 8

B 4 ．1 8 8 9 0 5 5 ．4 8 ．5 4 1 0 0 ．0 1 0 5．0 1 0 2 ．0 2 ．6 9

C 5 ．8 5 8 0 0 5 4 ．2 1 0 ．8 4 1 5 5 ．0 1 1 8 ．0 1 0 2 ．0 2 ．8 4

宮 城 町

愛 子 比

A 4 ．5 7 1，5 ° D － 5 ．9 9 4 0．0 8 7 0 5 9 4 2 ．0 7

8 4．5 0 1，5 8 0 5．9 0 5 8 ．0 8 8 ．0 5 9 0 1．9 5

C 4 ．6 0 1，d O O 4 ．2 0 8 鼠 0 8 0．4 5 8 ．0 1．9 2

注　Zn，Mn．，甘白はHC104で分解一原子吸光法
母材は力＝崎，蔵王は火山灰

村田は凝灰岩

角田は花崗岩
宮城は不明

4　む　　す　　ぴ

コンニャクの肥大に悪影響を及ぼす葉身の灰白化，

責化現象は，作物栄養の面からみると，正常な葉身に

比ベアェソ，マンガンが少なく，土壌面からは，マグ

ネシゥムが少なく，またアエソ，マンガンの不足がみ

られる0これらから判断して，葉身の灰白化，黄化現

象は，何らかのかたちでアエソ，マンガンが作用して

いるものと考えられる。

転換畑におけるコンニャクの生育及び球茎肥大に

及ぼす燐酸施用の効果について

加藤　清一・佐々木　捷二
（宮城県農業七：／ター）

1　ま　え　が　き

転換畑でコソこャクの多収を図るために，燐酸やも

みがらを施用し，排水溝を設けるなど，土盛の化学性

や物理性，排水を改善する効果などを検討した。その

結果，燐酸施用の効果が顧著に認められたので報告す

る。

2　試　験　方　法

転換畑は，火山灰土壌の水田を昭和＝年度に転換
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した2年日の圃場で，周囲が水田のため，地下水位が

轟めて高い所である。供試条件は次のとおりとした。

（り　土壌化学性改善→燐酸施用，無施用

12）土壌物理性改善→もみがら施用，無施用

（3）排水改良→排水溝設置，無設置

なお，試験区は，上記のほかに対照区として標準栽

培の普通畑を設けた。

土壌化学性改善区の燐酸は，燐酸吸収係数（1900）

の10多量を，土層10く問，容積重70啓で算出し，燐

酸と過石で施用（4：1の割合）した。もみがらは，昭

和48年度転換初年日に，作土15（Ⅶ容量の10多量を

全面に施し，ロータリーで耕うん混合した。排水溝は

5瞳ごとに設けた。使用した品種は，5年生の在来種

で栽植様式を70×50（初，施肥量をa当り窒素1．2毎，

燐酸1・0極，加里1・5毎とし，5月20日に植え付

地

温
　
℃

けた。

なお，生育期間中は，地温計を地下8用に，また，

テンション′メーターを地下106Ⅶに設置し，地温と土

壌水分を測定した。団場の理学性については，収穫時

（9月21日）に実容硫測定装置を使用し測定した。

5　試　験　結　果

試験周場の生育期間中における地下水位は，ほとん

ど20（Ⅶ前後で経過し，25（湖より低くなることなく，

15（Ⅶ，あるいはそれ以上に高くなることがしばしば

あった。したがって，圃場は全般に土壌水分が多く，

特に無排水溝区では常に過湿気味であった。

1　地温の推移

生育期間中における地温の推移は，第1図のとおり

である。

5　　10　　15　　20　　25

定　　　月　　　日

第1図　地温（8（Ⅶ）の推移

5　　10
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転換畑は，7月上旬までは普通畑より低いが，7月

中旬までには差がなくなり，更に，生育が進むと7月

上旬までとは反対に普通畑の地温が転換畑より低い状

態となった。

0
0

水
　
　
分

訓
4

0
馴

（
水
柱
）

2　土壌水分（水中）の推移

生育期間中における土壌水分の推移を示したのが第

2因である。

測　　　定 月

第　2　図　　土　壌水分（10m）の　推移

降雨直後では転換畑，普通畑の差はないが，それ以

外では水柱は普通畑が高く，転換畑は低く経過した。

特に転換畑では，水柱が100（湘以上になることはな

く，土壌水分は非常に多かった。転換畑内では，一般

に無排水溝より，排水溝が，また，もみがら施用と無

施用では，もみがら施用の方が高く経過した。

5　土壌の理学性

測定の結果は第1蓑のとおりである。転換畑は普通

畑より固相と液相が多く，反対に気相が少なく，全孔

隙も少なかった。

特に著しく差があったのは液相と気相で，転換畑は，

液相が非常に多いため，飽水度は高かった。

転換畑では，無排水溝区に対し，排水溝区は，5相

のうち，固相に差はなかったが，気相と液相では明ら

かに排水溝区の方は，液相が少なく，気相が多く，し

たがって，飽水度も低かった。
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第1表　土壌の理学性

区　　　　 名
全 重 量

（W g ）

実 容 積

（V c c ）

5　相 分 布 （Ⅴ解 ） 全 孔 隙

（Ⅴ 鳴 ）

含 水 比

（M O 藤 ）

飽 水 度

（H 勿 ）固　 相 液　 相 気　 相

燐

1 5 2．8 8 0．5 5 1．5 4 8．8 1 鼠7 8 8．5 5 8．1 7 1．2

1 1 7 5 7 5．1 2 占．4 4 占．d 2 7 0 7 5．8 6 8．5 8 5．5

1 5 2．5 7 9 9 5 2．9 4 7 0 2 0．1 8 7 1 5 5．9 7 0．1

1 1 8．5 d 9 5 2 5．0 4 4．7 5 0．5 7 5．0 8 2．4 5 ♀ 8

無　 施　 用 1 1 5．0 8 8．d 2 鼠 4 5 R 2 5 1．4 7 0．8 5 1．7 5 5．5

　 も み が ら

排 水

　 熔　 燐

9 （～．5 6 8．1 2 3．0 5 2．1 5 父 9 7 2．0 5 8．1 4 4．8

1 1 0．1 6 4．8 2 5．9 5 8．7 5 5．4 7 4．1 5 0．1 5 2 ．2

． 、も み が ら 熔 燐 1 0 7 7 d 1．8 2 7 0 5 4．8 5 8 ．2 7 5．0 4 7 8 4 ヱ7

対　 照　 普 通　 畑 9 5．5 5 0．9 2 5．1 　 2 7 8

l

4 鼠 1 　 7 占．9
l

　 4 0．7
！

5 6．2

4　生育

地上部の生育を調査した結果は第2表のとおりであ

る。

すなわち，出芽及び閲葉は，転換畑の方が普通畑よ

り遅く，しかも不揃いで，特に出芽にその傾向が大き

くみられた。

また，倒伏は，普通畑に対して転換畑は一般に早目

であったが，もみがらと燐酸を施用した区には，遅く

まで生育している株が多かった。

葉柄の長さ，開葉幅等正，もみがら施用区及び燐酸

施用区が勝り，特に排水した区では燐酸の効果が高く

第2表　　生　　育

認められた。更に排水した区にもみがらと燐酸を施用

した場合は，それぞれ単独で施用した区の生育よりも

旺盛であった。

5　収量

地上部については第5表のとおりである。すなわち，

球茎の肥大及び生子の着生は，転換畑の方が普通畑よ

り劣り，転換畑内では，もみがら及び燐酸施用の効果

が高く，もみがら＋廃酸施用の効果は，それぞれ単独

施用区より勝った。また，燐酸施用の効果は，無排水

溝のもとではもみがらに及ばないが，排水溝設置のも

とでは顕著に認められた。

区　　　　 別

葉 柄 の 太 さ 葉 柄 の 長 さ 開　 業　 幅

出 芽 期 開 葉 期 倒 伏 期

ス2 2 R 1 2 7 2 2 鼠 1 2 ヱ 2 2 鼠 1 2

柚 藍 書　燐
（：7乃 1コ符 m m （コ乃 G明 月　 日 月　 日 月　 日

5．0 5．1 5 6．8 4 0．2 6 5．8 7 1．9 8．2 5 7 1 0 R 2 4

2 ．9 5．2 4 0．0 4 5．2 7 1．5 7 5．2 占．2 5 エ　 7 父 2 4

5．2 5．0 5 7 7 4 0．8 7 6．4 7 7 5 占．2 5 7　 5 鼠 2 2

5．0 5．2 5 8．8 4 1．5 7 5．0 7 （～．1 8．2 5 ス　 7 鼠 2 8

排 葉 書　燐 2．9 5．2 5 （i．1 4 8．9 8 8．5 7 4．7 8．2 2 エ 1 0 鼠 2 8

5．0 5．5 5 鼠 9 4 5．8 7 5．5 7 8．0 6．1 8 7　 7 R 2 2

5 ．1 5．4 5 8．0 4 5．0 7 8．5 8 5．9 占．2 5 7　 7 R 5 0

5．5 5．8 4 1．9 4 4．8 8 2．9 9 1．0 8．2 5 7　 5 ♀ 2 8

対　 照 普　 通　 畑 5．4 5．4 4 2．5 4 5．0 8 ヱ5 9 7 1 6 ．1 8 7　 5 鼠2 6
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第5表　　収　　量

康 茎
区　　　名

生　　　　　　　子

1 球 平均 重 肥 大 率 a 当 り全 重 同 比 率 1 株 着 生 数 a 当 り＝ 1 球 平 均 垂

ク 倍 晦 痴 球 球 y

5 7 2 ．5 2 ．2 7 1 7 7 4 6 5 ．0 1．4 8 6 7 4 ．1

4 1 9 7 2 ．6 4 1 9 鼠 9 7 5 ．2 5．5 1，8 8 7 5 ．5

4 D d ．8 2 ．5 D 1 9 5．8 7 1．0 1．9 9 0 5 5．8

4 4 8．5 2 ．7 5 2 1 2 ．8 7 7 9 1．5 7 1 4 4 ．8

5 7 5 ．0 2 ．5 1 1 7 8 ．d 8 5．4 2 ．5 1，0 9 5 4 ．8

4 2 7 0 2 ．8 8 5 0 5．5 7 4 ．4 2 ．7 1．2 8 8 4．0

5 5 占．7 5．2 1 2 5 5 ．8 9 5．8 4 ．5 2 ．0 4 8 5．7

5 8 5 ．7 5 ．8 5 2 7 8 ．9 1 0 2 ．1 8 ．2 2 ，9 5 2 占．0

5 5 7 4 5 ．8 2 2 7 5 ．1 1 0 0 8 ．9 5 ．2 8 4 6 ．2

「…み処が≡

がみ

礎
　
且

ノ
＼
■
．
一
．
．
．
1
．
、

水彩無

排　水く

i無　処　理

極　み　が　ら

■熔　　　　解

もみがら熔麟

対照普通　畑

4　考　　　　　察

本試験では，転換畑においてコンニャクの多収を図

るため，燐酸を熔燐と過石で施し，有効燐酸を高めて

やると同時に，塩基性養分を富化し，酸性をき上う正

した。また，もみがらを施用して土壌孔隙を多くして，

作土の排水を高めた。更に排水と同時に地下水位を低

下させるための排水溝も設置し，土壌の理化学性を改

善した0　その結果，燐酸，もみがらの施用効果が高く，

排水溝設置の効果も同様に認められ，燐酸施用の効果

が特に願書であった。しかし，燐酸の効果については，

排水溝を設置しないため，飽水度の高くなった条件下

では，その効果は小さかった。

したがって，転換畑における燐酸の肥効を高めるた

めには，排水を図るとともに地下水位を下げ，更に土

壌の理学性を改善し，コンニャクの板の機能を十分に

発揮できるような土壌環境にしておくことが極めて重

要である。

本試験の転換畑では，排水溝を設置したとは云え，

隣接水田の影響をかなり強く受けているため，土壌水

分もやや多い状態であった。それにもかかわらず，畑

地と同様，転換畑においても燐酸の高い効果が認めら

れたわけである○　しかし，その効果は畑地と同様，数

年持続するかどうかについては今後更に検討されなけ

ればならない。

岩手県北地方における短根ニンジン栽培技術確立に関する研究

第2報　ポリマルチ栽培における品種対播種期について

当日村善美・畔千葉　明・＊＊高橋康利

（＊岩手県農業試験場県北分場・＊＊岩手県農業試験場）

1　ま　え　が　き

播種期の設定はニンジンの発芽温度（4～8℃）が

安定して見られる4月中旬を播種早限とし，晩播は市

場価格が高値に経過する8月以内の出荷を目標として

5月20日前後に設定し，生育の解明と収量品質を検

討した。

2　試　験　方　法

試験場所　岩手県鳥試県北分場圃場

播踵期　4月1°日，26日　5月10日，20日

供託品種　チャンテネーインプループド，向虜5寸，

MS春播5寸

栽植密度　5DxlO（職　2，000株メ


